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生活 自宅に住めない人は避難所へ 救護 ケガ・病気の人は医療救護施設へ

　巨大地震や津波により、けがを負ったり、自宅が損壊したりする可能性があります。
　沼津市では、各地区センターなどに軽症患者の治療を行う救護所を開設するなど医療救護
体制を整えるとともに、安全が確認された学校などの公共施設を中心に避難所を開設します｡
　避難所では自主防災組織が中心になり、自助、共助、公助の考えのもと、みんなで助け合
いながら、運営を行っていきましょう。
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自宅で生活して下さい
　ただし、水道・ガス・電気が停止している場合、食料が不足する場合
には、最寄りの避難所で支援を受けましょう。

軽症

重症を
負った場合倒壊

または
余震により倒壊の恐れ

被災状況に応じて、避難所を
体育館等に開設します。

避 難 所

大きな被害なし

一口メモ
　沼津市は、地震・津波により被災した場合、災害対策本部を設置し、各種施策の実施や自主防災組織と連携して、市民
の安全確保、被害の拡大防止に努めます。
　また、状況に応じて自衛隊が派遣されるほか、災害時相互応援に関する協定を結ぶ都市に応援要請を行います。なお、
災害時相互応援に関する協定は東海地震による被害が軽微と予想される関東・北陸・近畿地方の都市を含む市・区・町と
結んでいます。（平成27年4月現在）

避難所での生活となります
　自主防災組織等を中心に、避難者が助け合いながら運営すること
になります。みんなが少しでも快適に過ごせるようにしましょう。

機能 一時居住・給食・給水・応急救護・地域情報の収集

避難所の一覧は裏表紙に掲載しています。

災害拠点病院
沼津市立病院
順天堂大学静岡病院
三島総合病院
静岡医療センター
富士市立中央病院
富士宮市立病院
伊東市民病院

救 護 所
救護所が地区センター等に開設されます。
第一地区センター
第三地区センター
市民文化センター
第五地区センター
大岡地区センター
門池地区センター
金岡地区センター
愛鷹中学校
片浜地区センター

大平地区センター
静浦地区センター
内浦地区センター
西浦小学校
原地区センター
浮島地区センター
保健センター
戸田分館

　被害の大きさによっては避難所に多くの人が集まり、運営に支障をきたしたり、混乱
を招く恐れがあるため、可能な方は自宅での生活をお願いします。

　発災後、混乱が想定される中においても、適切な医療活動の実施に努めます。

平成23年東日本大震災 岩
手県宮古市の避難所

医療救護体制

詳しくは沼津市健康づくり課 ☎951-3480までお問い合わせ下さい。
平成27年 4月現在
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沼津市立病院
聖隷沼津病院
沼津リハビリテーション病院

西島病院
きせがわ病院
瀬尾記念・慶友病院

勝呂医院
香貫医院
沼津整形外科医院

田沢医院
沼津西病院

準救護病院


